
 評価対象   評価項目 具体的数値項目

１　学校は、保
護者への連絡
をきめ細かく
行っています
か。

①　「学校や子ど
もの成長の様子
が分かる」と答え
ている保護者が
９０％以上であ
る。

・学校だよりや学年だより、週予定表を定
期的に発行して、　学校や学級の子どもの
様子を保護者や地域へ発信する。
・連絡帳や電話連絡等により保護者との
連絡を密にするとともに、随時個人面談や
家庭訪問を実施し、保護者との情報交換
に努める。

Ａ 7% 90%

２　学校は、保
護者が学校を
理解したり、協
力したりしやす
い環境をつくっ
ていますか。

②　「授業参観や
保護者会に参加
しやすい」と答え
ている保護者が
９０％以上であ
る。

・親子参加型の授業参観を取り入れ、多く
の保護者にとって、関心の高い教科等の
授業を行う。
・子ども全員が発表できる授業展開を設定
する。 B -3% 90%

３　学校は、学
習や生活、進路
などについて保
護者の相談に
応じています
か。

③　「学校は連絡
や相談がしやす
い」と答えている
保護者が９０％
以上である。

・家庭との連絡を密にし、良好な関係づく
りに努める。

C -11% 90%

４　学校は、「分
かる授業」を提
供しています
か。

④　「授業が分か
る」と答えている
子どもが８０％以
上である。 A 12% 80%

⑤　「教師は授業
内容や指導方法
を工夫するなど、
授業改善に努め
ている」と答えて
いる保護者が９
０％以上である。

A 3% 90%

５　子どもは、基
礎・基本が定着
していますか。

⑥　「子どもに基
礎・基本が身につ
いている」と答え
ている保護者が
９０％以上であ
る。

・「ステップアップタイム」のおいて、補充学
習や発展学習に取り組ませる。
・朝行事で「読書」「音読」「作文」を行う。

B -3% 90%

６　子どもは、学
習したり読書し
たりする習慣が
身に付いていま
すか。

⑦　家庭学習（宿
題を含む）や読書
を（週平均して）１
日あたり学年×
10分（1，2年は30
分以上）行ってい
る子どもが９０％
以上である。

・毎日、自力解決できる宿題を出し、家庭
学習の習慣を付けさせる。
・「家庭学習カード」を利用し、計画的に取
り組めるようにする。 A 0% 90%

７　子どもは、す
すんであいさつ
したり、はっきり
受け答えしたり
することができ
ますか。

⑧　すすんであい
さつができる子ど
もが９０％以上で
ある。

・児童会による「全校あいさつ運動」や「あ
いさつ通り（ハイタッチのあいさつ運動）」を
実施する。
・あいさつの仕方（立ち止まる・帽子を取
る・目を見て、元気な声を出しながら一礼
をする）を、全学年で指導する。

A 6% 90%

⑨　名前を呼ば
れたら「はい」 と
返事ができる子
どもが９０％以上
である。

・学校生活の中で具体的な場面に即して
「はい」という返事ができるように繰り返し
指導する。
・「返事の強化週間」を設定する。 A 3% 90%

８　子どもたち
の間に、いじめ
のない温かな
人間関係が
育っています
か。

⑩　「楽しく学校
に通っている」と
答えている子ども
が９０％以上であ
る。

・学校生活の中で、一人一人が活躍でき
る場を意図的につくり、達成感、成就感を
味わわせる。
・道徳、学級活動を充実させ、より好ましい
人間関係づくりに努め、あたたかいクラス
の雰囲気をつくる。

B -7% 90%

⑪　「学校はいじ
めの発生予防に
努め、いじめを解
消している」と答
えている保護者
が9０％である。

・日常の観察や「学校生活アンケート」を
活用し、いじめの早期発見、早期対応に
努める。
・いじめは、校内で情報共有し、組織的・
継続的に指導し、１００％解消する。
・児童運営委員が主体となって「いじめ防
止スローガン」をまとめ、いじめ防止活動
を行う。

B -1% 90%

改善策

評価対象Ⅰでは、①におい
て目標を達成しましたの
で、今後も現在方策を継続
して実施します。しかし、②
③については、以下の改善
策に取り組んでいきます。

評価対象Ⅱでは、④⑤⑦
で「Ａ」評価となりましたの
で、今後も現在の取り組み
を継続して行きます。また、
⑥では「Ｂ」評価となりまし
たので、以下の方策を実施
します。

評価対象Ⅲ「豊かな心」で
は、⑧⑨⑬で「Ａ」評価とな
りました。。また、⑩⑪⑫で
「Ｂ」評価となりましたので、
以下の方策を実施します。

評価 達成度学校の取組

・日々教材研究に努め、子どもにとって
「分かる授業」を行う。
・少人数指導やＴＴによる指導、習熟度別
指導など指導形態や指導方法を工夫す
る。
・体験的な学習活動や問題解決的な学習
活動を充実させる。
・学力向上コーディネーターを中心に、全
国学力学習状況調査などの結果から本校
の課題を明らかにし、効果的な指導を行
う。
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令和元年度 館林市立第四小学校 第 ２回学校評価一覧表
２学期末のアンケートでは、たいへんお世話になりました。アンケートの結果は、おおむね良い評価をいただいていますが、目標に達しなかった項目に

ついては、全職員で問題を共有し、原因を分析するとともに改善策を立案しました。その他の項目については、現在の取組を継続し、効果を検証します。

今後も、さらによい子どもたちを育てるため、職員一同努力していきます。 グラフ中の「当てはまる」「だいたい当てはまる」の合計が、「具体的数値目標」に達していれ

ば、「Ａ」評価となっています。以下、１０％刻みで、「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」としています。

No.1

②授業参観の内容を事前に

お知らせしたり、親子参加型

の授業を積極的に取り入れ

たりしていきます。

③授業参観の「懇談会」や毎

月の「学校相談日」では事前

アンケートを行い、相談しや

すい体制をつくります。また、

お子さんの様子を学級通信、

連絡帳を使って積極的にお

伝えしていきます。

⑥毎日10分間の「ステップ

アップタイム」、毎週水曜日40

分間の「ロングステップアップ

タイム」を充実させて、お子さ

んの基礎・基本の定着に取り

組みます。

⑩お子さんが意欲的に取り

組めるように学習課題を工夫

したり、休み時間の過ごし方

について話し合ったりして、

楽しい学校作りに取り組みま

す。

⑪お子さん一人一人の様子

を把握し、いじめのもととなる

トラブルや発見したいじめは、

全職員で対応し、「即日解

決」を目指します。

今回追加した改善策

今年1回目 A ９５．５％

今回 ↓  B ８７％

今年1回目 B ８１．８％

今回 ↓  C ７９％

今年1回目 B ８７．１％

今回 － B ８７％

今年1回目 B ８４．７％
今回 ↓  B ８３％

今年1回目 B ８０．３％
今回 ↑  B ８９％

今年1回目 B ８３．３％

今回 ↑  A ９０％



 評価対象   評価項目 具体的数値項目

８　子どもたち
の間に、いじめ
のない温かな
人間関係が
育っています
か。

⑫　「子どもは相
手の立場や気持
ちを考えた、親切
な言動がとれる」
と答えている保
護者が９０％以
上である。

・道徳や人権学習を中心に、全教育活動
を通じて人権意識を高める指導を行う。
・時と場に応じた正しい言葉づかいができ
るように指導する。
・縦割り班活動（清掃班、登校班、給食）を
行い、相手を思いやる心や態度を養う。

B -5% 90%

９　学校のきま
りや約束を守っ
て生活する生
徒が育っていま
すか。

⑬　忘れ物をしな
いように毎日道
具をそろえられる
子どもが９０％以
上である。

・使用する学用品の連絡を確実に行い、
学習道具をそろえるよう指導する。
・教室のロッカーや机の中などを整理・整
頓させる。 A 1% 90%

１０　子どもたち
は、規則正しい
生活をすること
ができています
か。

⑭　「子どもは、
十分な睡眠をとっ
ている」と答えて
いる保護者が９
０％以上である。

・睡眠と体の成長とを関連付けた授業を充
実させる。
・就寝や起床時刻、食事時間について見
つめさせ、生活リズムに関する指導を行
う。 B -2% 90%

⑮　「子どもは、
毎日朝食を食べ
ている」と答えて
いる保護者が９
０％以上である。

・食事と体の成長を関連づけた授業を充
実させる。
・栄養士による朝食の大切さを扱った栄養
指導を実施する。

A 9% 90%

１１　学校は、日
常的に運動に
取り組めるよ
う、時間や場な
どの環境を整え
ていますか。

⑯　体育の授業
以外で週３日以
上、からだを動か
して遊んだり、運
動したりしている
子どもが８０％以
上である。

・陸上・持久走・なわとびの練習時間を、
年間を通して計画的に２０分休みや始業
前に設定する。
・鉄棒カード、縄跳び等のカードを用意し、
自主的に練習ができるようにする。 A 5% 80%

１２　学校施設
の安全管理を
徹底しています
か。

⑰　「学校は、教
室や校庭など、
学校施設は安全
に管理されてい
る」と答えている
保護者が９０％
以上である。

・毎月の安全点検を徹底し、不具合を発見
した場合は、迅速に修繕する。

A 9% 90%

１３　学校の安
全対策を徹底し
ていますか。

⑱　「学校は、地震
や火災などの災害
や不審者対応など
を想定した訓練を実
施し、防災・防犯教
育に努めている」と
答えている保護者
が９０％以上であ
る。

・警察署、消防署と連携して、実際の事案
や災害を想定した不審者対応、火災・地
震の避難訓練を充実させる。

A 9% 90%

⑲　「学校は、交通
安全教室を実施し
たり、安全な登校の
仕方について指導
し、安全教育に努め
ている」と答える保
護者が９０％以上
である。

・警察署と連携して、参加体験型の交通安
全教室を実施する。
・学級活動において、安全な歩行の仕方
について指導する。

A 5% 90%

⑳　「学校は、保護
者・地域と連携して
通学路の点検やパ
トロールを行い、、
通学路の安全確保
に努めている」と答
えている保護者が９
０％以上である。

・ＰＴＡと連携し、定期的に通学路点検を実
施し、登下校時の安全確保に努める。

A 5% 90%

Ⅵ
進
路
・
生
き
方

１４　児童が自
らの将来につい
て考える機会を
設けています
か。

㉑　子どもの将来
の夢や希望につ
いて、学期に１回
以上話し合ってい
る保護者が８０％
以上である。

・総合や社会科、学級活動などを中心に、
自分の将来や進路について考える活動を
意図的に設定し、キャリア教育を充実させ
る。

A 3% 80%

評価対象Ⅵは、すべての
項目で目標を達成しました
ので、今後は現在の取組
の充実させていきます。

Ⅶ
教
育
資
源
の
活

用

１５　地域の教
育資源を有効
に活用できるよ
うにしています
か。

㉒　「学校は、地
域の人たちと連
携し、教育活動
の充実を図って
いる」と答えてい
る保護者の８０％
以上である。

・「コミュニティースクール」設置を生かし
て、家庭・地域と連携した学習活動や体験
活動の充実を図る。

A 20% 80%

評価対象Ⅶでは、すべて
の項目で目標を達成しまし
たので、今後は現在の取
組の充実させていきます。

Ⅳ
健
康
・
体
力

＊「自由記述欄」への回答は、「四小だより」に掲載いたします。

改善策

評価対象Ⅳ「健康・体力」で
は、⑮⑯で「Ａ」評価となり
ました。。また、⑭で「Ｂ」評
価となりましたので、以下
の方策を実施します。

Ⅴ
安
全
確
保
・
施
設
設
備

評価対象Ⅴでは、すべて
の項目で目標を達成しまし
たので、今後は現在の取
組の充実させていきます。

Ⅲ
　
豊
か
な
心

  羅針盤
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そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない

グラフ中の「当てはまる」「だいたい当てはまる」の合計が、「具体的数値目標」に達していれ

ば、「Ａ」評価となっています。以下、１０％刻みで、「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」としています。

⑫されてうれしい言動につい

て指導し、良い言動につい

ては、積極的に賞賛します。

また、家庭と情報交換を密

にし、正しい言動について共

通理解の基、指導します。

令和元年度 館林市立第四小学校 第２回学校評価一覧表 No.2

今年1回目 A ９３．９％
今回 ↓  B ８５％

今年1回目 A ９３．９％

今回 ↓  B ８８％

今年1回目 B ８６．４％

今回 ↑  A ９１％

⑭メディアコントロールの必

要性について学級担任、養

護教諭が連携して取り組む

とともに、「健康ステップアッ

プ週間」について継続して取

り組みます。


